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愛知ブランド企業

モノづくり王国と⾔われる愛知県では、県内製造業の実⼒を広く国内外に
アピールし、愛知のものづくりを世界的ブランドへと展開するため、県内の
優れたものづくり企業を「愛知ブランド企業」として認定しております。

（愛知県産業振興課 愛知ブランドwebサイトより抜粋）

愛知ブランドとは

１
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「地域の魅⼒発信」広報テーマにしている私たちと
愛知県が優れたモノづくり企業として認定している
「愛知ブランド」企業と愛知県産業振興課の協⼒を
得て、8年前から進めているプロジェクトです。

（上岡研究室webサイトより抜粋）

上岡研究室webサイト

AQPRとのつながり

２
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2019年春、愛知県産業振興課様から愛知ブランド全体をPRする動画を
作成してほしいという依頼を頂き、２年間かけて完成させました。

課題提⽰
・愛知ブランド企業⾃体の認知度が低いのではないか

・学⽣に愛知ブランド企業について興味をもってもらいたい

・愛知ブランド企業の就職率を上げたい

完成した動画は県WEBサイトトップに掲⽰される予定です

研究課題の経緯について

https://www.pref.aichi.jp
県サイトトップページ

３

https://www.pref.aichi.jp/
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企画内容１/３

動画の概要

「地域を発展させ、広がっていく愛知ブランド」
をテーマに親しみやすく
ポップな世界観のストーリーを作成しました。
地域に根ざしたブランドであるという暖かさを
表現できるように、フェルトや粘⼟などを利⽤
した

⼿作り感のあるストップモーションを使⽤しました。

企画段階のイラスト：⽴案（⻄村）

４
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企画内容２/３
アイデア出し時点でのストーリー

５
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企画内容３/３

企画に込められた思い
たんぽぽの綿⽑をヒントに、
種を愛知ブランドに⾒⽴て、⼤きな⽊となって地域を⽀え
さまざまな世界に⾶び⽴っていく様⼦を表現しました。

また、地域と共存している愛知ブランドを、⼩⼈と⼩⼈の
⽣活を⽀え、⽣活の⼀部となっている⽊に例えました。

６
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発表映像１

７
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続いて、制作についての説明をします。

映像をご覧いただきありがとうございます。



大学連携広報活動大学連携広報活動

制作スケジュール

4⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉

メイキング動画撮影・編集（担当：⼤杉）

チームメンバー
打ち合わせ

・企画の確認
・材料について
・撮影⽅法

など

愛知ブランド
担当者様
中間報告

修正

完成へ

＊個々の材料買い出し時間なども含む

外枠の制作
担当：井上・⼩川・中村

建物の制作
担当：井上・中村

種・⽊の制作
担当：鈴⽊

⼈形（主⼈公）の制作
担当：⻄村

撮影期間

＊撮影期間は教授の指⽰の下の修正も含む

監督：井上

カメラ：⼤杉
⻄村

配置：中村

補助：⼩川
鈴⽊

全体で制作を進めた内容 担当ごとで制作を進めた内容

８
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制作スケジュール

4⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉

メイキング動画撮影・編集（担当：⼤杉）

チームメンバー
打ち合わせ

・企画の確認
・材料について
・撮影⽅法

など

愛知ブランド
担当者様
中間報告

修正

完成へ

＊個々の材料買い出し時間なども含む

外枠の制作
担当：井上・⼩川・中村

建物の制作
担当：井上・中村

種・⽊の制作
担当：鈴⽊

⼈形（主⼈公）の制作
担当：⻄村

撮影期間

＊撮影期間は教授の指⽰の下の修正も含む

監督：井上

カメラ：⼤杉
⻄村

配置：中村

補助：⼩川
鈴⽊

全体で制作を進めた内容 担当ごとで制作を進めた内容

８
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外枠について 1/2

制作時期 ・６⽉〜８⽉

材料：⽊枠、ニス、接着剤など

担当：井上・中村・⼩川

９

⼯夫した点
・加⼯されている⽊材を再度ニスで塗装し
⽊の⾊味を変化させた。

・壁紙の空は⼀枚、⼀枚絵具を使って
装飾した点。
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外枠について 2/2

加⼯されている⽊材を再度ニスで塗装し
⽊の⾊味を変化させた。

１０

買い出しの時にお店の⽅に作りたいものを伝え話し合いをし、
極限まで⾃分たちが作ろうとしている理想の枠組みを作成した。



大学連携広報活動大学連携広報活動

制作スケジュール

4⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉

メイキング動画撮影・編集（担当：⼤杉）

チームメンバー
打ち合わせ

・企画の確認
・材料について
・撮影⽅法

など

愛知ブランド
担当者様
中間報告

修正

完成へ

＊個々の材料買い出し時間なども含む

外枠の制作
担当：井上・⼩川・中村

建物の制作
担当：井上・中村

種・⽊の制作
担当：鈴⽊

⼈形（主⼈公）の制作
担当：⻄村

撮影期間

＊撮影期間は教授の指⽰の下の修正も含む

監督：井上

カメラ：⼤杉
⻄村

配置：中村

補助：⼩川
鈴⽊

全体で制作を進めた内容 担当ごとで制作を進めた内容
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種・⽊について

制作時期 ・種：７⽉
・⽊：８〜９⽉

材料：紙粘⼟、焼き粘⼟、針⾦、ビン、⽑⽷

担当：鈴⽊

⼯夫した点

・吊るして耐えられる強度と、ロゴの再現性
・芽の回転機構の搭載。
・⽊を針⾦で内部フレームから作る。

１１



大学連携広報活動大学連携広報活動
種について

吊るして耐えられる強度と、ロゴの再現性
吊るしても⼤丈夫な素材で作るために、種は紙粘⼟
ではなく焼き粘⼟を採⽤した。

しかし、⾊についても難点があった。
焼き上げると⾊がくすみ、きれいな⻘⾊ではなくな
ってしまうことだ。

そのため、焼き上がりの⾊を踏まえ薄い⻘⾊の粘⼟
を使うことに決め、焼くときもくすまぬよう表⾯だ
けを焼けるように何度も調整を⾏った。

全てで約２０個
焼き粘⼟を使⽤している

種

１２
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⽊について 1/2

回転機構の搭載
全部で１カットごとに⼀つのペースの作成では
膨⼤な資⾦と、時間が必要であり
チームメンバーへの負担とならないよう進める
には⼯夫が必要でした。

そこで、⼀つの芽を回しながら使⽤することで
成⻑しているように⾒せるために
ツタであったり、段階が変わるごとに枝や葉が
増えていく⾒た⽬にした。

全てで１０種類

芽の段階では焼き粘⼟を使⽤し
⽊の段階で紙粘⼟を使っている

芽

１３
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針⾦で内部フレームから作る
焼き粘⼟を使⽤する上で⼤きな壁が存在する
⼀つの量的にも、サイズの⼤きなものを作っ
たり、それを仕上げる上で焼くことができな
いということだ。

紙粘⼟を使⽤する上でも、強度について問題
があった。
そこで、太めの針⾦を使⽤し⾻組みから作る
ことにした。

また、最⼤サイズになる時には針⾦だけでも
⽊の形を形成できなくなったため、空き瓶を
使⽤し⼤きさから強度まで⼤きく上げること
ができた。

⽊について 2/2

１４
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制作スケジュール

4⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉

メイキング動画撮影・編集（担当：⼤杉）

チームメンバー
打ち合わせ

・企画の確認
・材料について
・撮影⽅法

など

愛知ブランド
担当者様
中間報告

修正

完成へ

＊個々の材料買い出し時間なども含む

外枠の制作
担当：井上・⼩川・中村

建物の制作
担当：井上・中村

種・⽊の制作
担当：鈴⽊

⼈形（主⼈公）の制作
担当：⻄村

撮影期間

＊撮影期間は教授の指⽰の下の修正も含む

監督：井上

カメラ：⼤杉
⻄村

配置：中村

補助：⼩川
鈴⽊

全体で制作を進めた内容 担当ごとで制作を進めた内容
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⼈形について 1/2

制作時期 ・７⽉〜９⽉

材料：紙粘⼟、針⾦、布など

担当：⻄村

⼯夫した点

・撮影時にポーズがとれるよう、
針⾦で⾻格から作る。

１５
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⼈形について 2/2

撮影時にポーズがとれるよう
針⾦で⾻格から作る

撮影時にポーズが取れるように
針⾦で基礎を作り、
⼿⾜、頭を粘⼟で作成、絵の具で塗装しました。
⾃⽴するように、靴は重たい粘⼟を使⽤しました。
服を作るのが細かい作業で⼀番難しかった。

外⾒は性別を感じさせないようなデザインにしました。

１６
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制作スケジュール

4⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉

メイキング動画撮影・編集（担当：⼤杉）

チームメンバー
打ち合わせ

・企画の確認
・材料について
・撮影⽅法

など

愛知ブランド
担当者様
中間報告

修正

完成へ

＊個々の材料買い出し時間なども含む

外枠の制作
担当：井上・⼩川・中村

建物の制作
担当：井上・中村

種・⽊の制作
担当：鈴⽊

⼈形（主⼈公）の制作
担当：⻄村

撮影期間

＊撮影期間は教授の指⽰の下の修正も含む

監督：井上

カメラ：⼤杉
⻄村

配置：中村

補助：⼩川
鈴⽊

全体で制作を進めた内容 担当ごとで制作を進めた内容
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建物について 1/2

制作時期 ・８⽉〜９⽉

材料：⽊枠、ニス、接着剤など

担当：井上・中村

⼯夫した点
・⽴体と平⾯で表現

１７
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建物について 2/2

１８

⽴体と平⾯で表現

⽴体の建物を作ることにより街の発達を表現しました

平⾯で沢⼭の種類の建物を作ることにより
にぎやかな街を表現しました

⼀番⼤変だったのはビルを光るようにしたことです。
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制作スケジュール

4⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉

メイキング動画撮影・編集（担当：⼤杉）

チームメンバー
打ち合わせ

・企画の確認
・材料について
・撮影⽅法

など

愛知ブランド
担当者様
中間報告

修正

完成へ

＊個々の材料買い出し時間なども含む

外枠の制作
担当：井上・⼩川・中村

建物の制作
担当：井上・中村

種・⽊の制作
担当：鈴⽊

⼈形（主⼈公）の制作
担当：⻄村

撮影期間

＊撮影期間は教授の指⽰の下の修正も含む

監督：井上

カメラ：⼤杉
⻄村

配置：中村

補助：⼩川
鈴⽊

全体で制作を進めた内容 担当ごとで制作を進めた内容
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①撮影 ⼀コマ⼀コマ撮影

シーンによって撮り⽅を変更した。
例えば、種が動くシーンは⼀連の動きの流れを連続で
シャッターを切り、⽊が成⻑していくシーンは少し動
かしてシャッターを切る動作を繰り返して撮影した。

ストップモーションの動きに不⾃然さが⽬⽴ぬよう、
試⾏錯誤を繰り返しながら納得がいくまで撮り直し続けた。

撮影について 1/2

１９
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②撮影 ⾃然な動きの表現を出す為の努⼒

カメラマンとコミュニケーションを取りながら制作し
たものを動かして撮影している。
種を⾶ばすシーンでは、種の登場のタイミングや動き
の速さを調整し、⼩⼈が歩くシーンでは⼩⼈の体勢や
位置を調整した。

また、影などで明るさに⽀障が出ないよう、⽴ち位置
に気を付けながら動かしています。

撮影について 2/2

２０
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制作スケジュール

4⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉

メイキング動画撮影・編集（担当：⼤杉）

チームメンバー
打ち合わせ

・企画の確認
・材料について
・撮影⽅法

など

愛知ブランド
担当者様
中間報告

修正

完成へ

＊個々の材料買い出し時間なども含む

外枠の制作
担当：井上・⼩川・中村

建物の制作
担当：井上・中村

種・⽊の制作
担当：鈴⽊

⼈形（主⼈公）の制作
担当：⻄村

撮影期間

＊撮影期間は教授の指⽰の下の修正も含む

監督：井上

カメラ：⼤杉
⻄村

配置：中村

補助：⼩川
鈴⽊

全体で制作を進めた内容 担当ごとで制作を進めた内容
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メイキング映像

制作過程記録映像

「種のこれから」の制作期間中、記録していた映像を
⼀つにまとめた動画。作品に登場する⼈形、⽊、建物
や⼟台、種など、⼀つ⼀つがどのような過程でどう制
作されたのかを伝え、また各制作過程における活動の
詳細や⼯夫点も紹介している。

担当：⼤杉

制作時期 ・通年

２１
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さいごに １/３

愛知ブランド企業はボランティア活動。地域貢献活動などが盛んな企業ばかりで
最初にアイデアを作成するときから、地域と企業の共存をテーマにしていました。

製造業のもつ固いイメージを変えられるような、カラフルで温かいイメージで制作。

動画の形ができていくにつれて、様々なところにこだわり、協⼒して作成すること
ができました。

ラストの種が⾶んでいくシーンは全員で協⼒して撮影を⾏った⼀番好きなシーンです。

［⼈形担当・企画⽴案：D17054⻄村春菜］

２２
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さいごに ２/３

２３

l 私は、全体の計画を決めたり指揮をとる担当をしました。みんながよりやりやすく、効率的
に制作に取り組めるか⽇々考えながら進めてきましたが計画通り進まず、スケジュール通り
いかなかったことが反省点です。しかし、完成した時の達成感は頑張った⼈にしか味わえな
いものだと思うのでやり切って良かったなと思います。
［外枠、建物担当：D17007井上加帆理］

l メイキングでは、どのような画が撮れるかによって編集の仕⽅が変わるため、私は素材
の撮影に最も⼒を⼊れたことによって、編集でストーリーを組みやすくしました。
しかし、その⼀⽅で制作の皆様の⼿伝いが疎かになりがちになってしまったことは
反省点であると思いました。
［メイキング担当：D17015⼤杉伊織］

l 私は⼟台作りを担当をしました。何で⼟台を作るのかなど素材を選ぶところから考え、
⼟台の⾊や接着⽅法など細かなところも意識して作りました。完成後⼀度も壊れるこ
となく撮影が終わったときはこだわって作ってよかったなと思いました。
［⼟台担当：D17018⼩川雅史］
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さいごに ３/３

l 私は⽊を担当しましたが、素材によって作り⽅も変わってくる点が難しかったです。
最後に⼀番⼤きな⽊ができた時、イメージどおりインパクトのある⼤きさにできて
良かったと思っています。
［種・⽊担当：D17044鈴⽊成弥］

l ⽴体と平⾯の建物を作ったのですが、街の発展とにぎやかさをいかに⽊と
リンクしてどう表現するかが難しかったです。最終的には⼟台いっぱいの建物が
作れてよかったです
［建物担当：D17049中村宗⽣

２４
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２４

ご静聴ありがとうございました！


